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地区における景観保全
―鹿児島国際大学と鹿児島市との包括連携にともなう活動―
太田　秀春＊
近世に薩摩藩領であった現在の鹿児島県内には，薩摩藩の統治体制の特徴である「外
とじょう
城」の遺構を県内
の各地でみることができる。外城とは，島津氏の本城である「内
うち
城
じょう
」に対する表現といわれ，鹿児島市内
に置かれた島津氏の居城とは別に，領内の各地に小城下町を設けたものである。時期によって数は増減が
あるが，近世後期には113ヵ所ほど存在した。
外城は，中世には山城を中心としてその周囲に家臣団が居住したものが原形になって成立したとみられ
るが，近世に入ると次第に外城としての形態が整えられた。その典型的な姿は，次のようなものであった。
まず，外城には中世の城郭が隣接している場合が多い。旧薩摩藩領の中世城郭は，その多くが山を利用
して築かれた山城であることから山城が多いが，地域によっては丘陵を利用した山城よりもやや低地にあ
る平山城の場合もある。これらは，近世に入ると使用されず，城門や櫓などの建物は廃されて「城跡」と
なった。ただし，建物はなくなっても地形は維持されており，主郭など各曲輪の平坦地，土塁や空堀など
の防御施設はそのまま残され，「 城
しろやま・じょうやま
山 」と呼ばれて維持管理されていたようである。このような城山
の麓に領主館（地頭館）が置かれた。後に「御
お
仮
かり
屋
や
」と称される地域支配の役所となる施設である。その
周辺には，武士たちの居住地区である「麓
ふもと
」，商工業者が住む商業地「野
の
町
まち
」，港に隣接する場合は漁業従
事者の居住する「浦
うら
（浦
うら
町
まち
）」など，身分によって居住区が形成されていた。多くの場合，精神的な支柱
となる神社や寺院も置かれており，神社は島津氏の信仰する諏訪神社（南方神社）が比較的多くみられた。
このうち，武士たちが居住した「麓」は，「府
ふ
本
もと
」から転化したものとも言われ，地域の行政の中心となっ
た。地頭となった領主たちが居住していた「御仮屋」は，当初は実際に領主が赴任して統治にあたったが，
寛永年間（1624～45年）以降は，領主たちは鹿児島城下に常駐するようになり，地頭に任命されても赴任
することなく城下で政務をおこない，実際の現地の支配は「麓」に居住する武士たちによっておこなわれ
た。これらの武士たちが居住していた「麓」は，家格によって異なる武家門を備えた屋敷が構えられ，塀
や石垣などで敷地の周りを囲んでいた。軍事修練の場であり通常は大通りとして使用する「馬場」も置か
れ，これらは「麓」独特の景観を形成していた。
喜入旧麓地区は，その地名からもわかるように，薩摩藩の「外城」の一つである喜入外城の「麓」が置
かれた地域である。喜入外城の御仮屋は，承応2年（1653）に現在の喜入小学校付近に移転し，これにと
もない「麓」の武士たちの多くも新しい御仮屋付近に移住した。そのために「旧麓」の地名となっている。
現在，旧麓地区には，中世の山城である「給
き い れ
黎城」の跡が「城山」として残っており，その山麓地区は
かつて武家住宅が建ち並んでいた「麓」の名残をとどめている。隣接して「馬場」や「南方神社（旧諏訪
神社）」，領主肝
きも
付
つき
家の菩提寺「玉
ぎょく
繁
はん
寺
じ
跡」や墓所，地名伝説がある名勝地「香
こ べ が ふ ち
梅ヶ渕」など，近世の外城
地 域 情 報
　 　
キーワード：鹿児島，喜入，麓，外城，薩摩藩，景観，景観形成重点地区
　 　
＊鹿児島国際大学国際文化学部教授
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に由来する多くの遺産が存在している。さらに旧麓地区には，外城の時代から存在していたとみられる水
路が残されており，透明度も高い湧水が穏やかに流れていて，今での地域の住民たちの生活用水として使
用されている。この他に，鹿児島の信仰の特徴である田の神像もあり，幕末期に建立された貴重な「旧麓
の田の神」が大切に祭られている。
近世初期に御仮屋が旧麓地区から現在の喜入小学校付近に移転したが，移転した御仮屋付近は近代にも
地域の中心となり，都市化が進んでいる。しかし，旧麓地区は，牧瀬家の武家門と石塀が平成22年（2010）
に鹿児島市の「景観重要建造物」に指定され，水路と南方神社の森が，それぞれ「旧麓水路の清流」「喜
入南方神社周辺の森林」として平成27年に「鹿児島自然百選」に選定されている。
このように「外城」の形態や「麓」の景観を良く残している旧麓地区に対して，現在，鹿児島市では「景
観形成重点地区」への指定を目指している。「景観形成重点地区」は，平成20年に施行された鹿児島市景
観条例に基づくもので，これまでに，平成28年に世界文化遺産に登録された旧集成館が存在する磯地区や
八重の棚田地区が指定されており，景観の保全や良好な景観づくりが進められている。喜入旧麓地区も，
住民と行政との間で，景観を保全しつつ地域の特色を活かしたまちづくりが検討されている。
鹿児島国際大学と鹿児島市との間では包括連携協定を締結しており，その一環として，国際文化学部国
際文化学科の太田ゼミが，景観保全の重要な要素である地域の特色をより一層明らかにするために，地域
住民や鹿児島市とともに，地域資源の魅力や価値を発見したり再確認する活動をおこなっている。平成27
年度から始まったこの活動において，数度の現地調査や報告会などをおこなうなかで，旧麓の有する学術
的な価値と学生目線からみた魅力が，徐々に見えてきている。旧麓地区は，住民の方々の地域に対する関
心が高く，六月灯のようなお祭りを始めとする地域の行事が，盛んにおこなわれている。このような地元
への関心が高い場所であっても，地域の方々にとっては当たり前のことや日常の光景が，地区外から訪れ
た大学生にとっては，新鮮に見えたり魅力と感じたりすることはよくある。地域の方々や行政と協力して
おこなう活動が，住民の方々に地域の価値を再認識していただくきっかけになればと願っている。
平成28年度からは，具体的な景観形成重点地区の指定に向けての動きが始まる予定である。そのなか
で，大学と行政や地域がいかに連携できるか，大学の地域貢献のかたちとしてどのようなことを成し得る
のか，学生とともに試行錯誤しながら進めていきたい。
図１．旧麓地区全景と給黎城跡 図２．南方神社
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図３．肝付家墓所 図４．香梅ヶ渕
図５．旧麓の田の神 図６．武家門（景観重要建造物）
図７．旧麓水路の清流（鹿児島自然百選） 図８．南方神社周辺の森林（鹿児島自然百選）
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図９．現地調査 図10．報告会
